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剣持 貴弘  生命医科学部 医工学科 准教授 

研究者紹介 

　研究テーマは、放射線物性、イオンビーム工学など。はやぶさの研究と並行して，新たに日

本原子力研究機構関西光科学研究所などと共同で、癌治療のための高強度レーザーの開発、

放射線によるDNA損傷などのテーマを立ち上げつつある。特技は、空手。学生時代は、寝食

を忘れて稽古に明け暮れたそう。「大学院の進学が決まらなければ、空手家になりたかった」

と語る肉体派（？）の研究者。多忙な毎日を過ごすが、いまだ空手熱は冷めやらず。ファイター

復活を心中秘かに志す！? 

教員の横顔 

シミュレーションモデル図 

Takahiro Kenmochi

物理学的なシミュレーション解析で 
人類の夢と希望を支える 
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60億キロの飛行を可能にする 
素材開発を目標に 

　先日、60億kmの旅を終え、7年ぶりに地球に帰還した小惑

星探査機「はやぶさ」。多くの人に感動を与えた出来事として、

記憶に新しいところです。はやぶさはキセノンガスを噴出して推

進力を得ますが、キセノン粒子が噴射口周辺のカーボン素材を

削って、エンジンを劣化させる可能性が指摘されています。

JAXA（宇宙航空研究開発機構）と共同で、そのメカニズムに

ついてシミュレーション研究を行っているのが、医工学科の剣

持貴弘准教授。 

　理論的には、160エレクトロンボル以下のエネルギーのキセノ

ン原子を打ち込んでも、カーボン原子にほとんど影響を与えない

とされています。しかし、実際には低エネルギー領域でも、数多

くのカーボン原子が弾き飛ばされ、損耗します。では、理論値と

実証実験の答えの差は何でしょうか？ ある実験データによると、

キセノン原子を当て続けると、カーボン表面に14％程度のキセノ

ン原子が蓄積するといいます。剣持准教授はこのデータに基

づき、シミュレーション上で、キセノン14％、カーボン86％からなる

疑似的なターゲットを構築し、キセノン原子を打ち込むと、キセノ

ン原子の蓄積効果によって、低エネルギーでもカーボン原子が

簡単に弾き飛ばされることを突き止めました。「こうしたシミュレ

ーション結果をもとにしながら、新しい素材開発のヒントを提供し

たいですね」と話します。 

　2015年までに、はやぶさ2号を打ち上げようという計画が進行

しています。もしかすると、剣持准教授の研究成果が凝縮され

た探査機が、宇宙空間を飛行する姿が見られるかもしれません。 

 

 レーザー活用で癌治療の可能性を広げる 

　近年、医療の世界で、粒子線による癌治療の可能性に注目

が集まっています。これは高速の陽子や炭素原子を患部に照

射して、癌細胞を破壊する治療法で、外科手術ができないよう

な病巣を狙い撃ちでき、患者さんの身体的負担が少ないという

メリットがあります。しかし、高速の粒子線を発生させるためには、

大学のキャンパスほど大きな加速装置が必要だといい、その建

設コストも莫大なものになります。 

　剣持准教授が日本原子力研究機構関西光科学研究所（京

都府木津川市）と連携して取り組んでいるのは、高強度レーザ

ーで粒子を加速させようという研究です。関西光科学研究所

で開発された高強度レーザー（J-KAREN）の出力強度は、なん

と世界で使われている総電力の300倍に相当する1千兆ワット。

従来の方法に比べて、粒子線の加速性能は千倍以上になり、

装置そのものの大きさを教室程度までサイズダウンすることも可

能になるとか。「高エネルギー、高温・高熱が発生する条件下

において、どのような材料を使えば最も安定したレーザーを発生

させることができるか、材料工学の視点から研究開発しています」。

こうした技術が実用化されれば、いつの日か、病院で気軽に放

射線癌治療を受けられる日が来るかもしれません。まさに、生命

医科学の夢と希望が剣持准教授の研究室にあふれているよ

うです。 

第3回 生命医科学フォーラム報告 

鈴木 國夫氏 

清水 信義氏 

　2010年7月24日（土）恵道館201番教室において、生

命医科学部教員父母連絡会との共催で第3回生命医科学

フォーラムを開催いたしました。 

　まず、渡辺好章生命医科学部長（教員父母連絡会副会長）

から、今回のフォーラムの趣旨は「進路を考える」であり、

について、学生諸君がこれからの進路を考える上でヒント

になるご講演ならびに、大学院の先輩からも就職体験談を

披露してもらうとの説明があり、引き続いて、講演に移りま

した。 

　最初に、慶應義塾大学名誉教授の

清水信義氏から「生命の設計図ゲノ

ムの謎解きに挑戦する」と題して、ご

講演をいただきました。すべての生

命の設計図であるゲノム研究の楽し

さについてお話いただきました。また、

ヒトゲノム解読の本質はわれわれ人

間の生命の設計図の謎解きという科学的探究であると同

時に知的好奇心の究極のテーマであると説明されました。

また、様々な病気にも遺伝子がからんでいることをパーキ

ンソン病やダウン症等を取り上げて解説されました。

2006年に全染色体解読完了報告が出されてゲノム解読

は終わったかのような印象を世間に与えたが、ここで発表

されたことは概要にすぎず、完全なゲノム配列の決定へ向

けて、現在も解析が続けられていると述べられ、最後にゲノ

ムは永遠であり、生物の歴史と未来を写す鏡であるとまと

められました。 

 　次に、万有製薬元取締役・技術開

発研究所元所長の鈴木國夫氏から「日

本の科学技術の将来」と題して、ご

講演をいただきました。 

　鈴木氏は、まず、ご自身の企業人と

しての幅広くかつ深いご経験から、

外資系企業の性格とそれに対応す

るかたちでの日本企業の良さ（経営者と社員に信頼関係が

ある。組織力がある）と、国際化する化学の中で我が国のと

るべき戦略を述べられました。次に日本の科学技術につい

て、日本の「化学」と「化学産業」は、日本の大学の同分野

の論文数から推察されるようにトップクラスであり、有機合

成化学や精密化学工業を担うことにより日本の将来がある

と述べられました。最後に、日本の現状を産学連携や日米

の大学システムの比較から述べられ、人材育成の観点から

現在は「学士・修士」主体の社会であるが、将来は「博士」

主体の社会になるべきであり、そのために大学は、視野の

広い博士研究員を創出し、 

企業は博士研究員を優遇、有効活用するべきであるとま

とめられました。 

　最後に、生命医科学研究科2年次生の中村祐介氏、同じ

く金花祐哉氏、生命医科学研究科修了生の三山明子氏か

ら大学院生活と就職体験談を語ってもらいました。3氏か

らは、就職活動において、明るいオーラを出して楽しそう

に話すことの大切さや、企業名で会社を選ばずやりたい仕

事を探すことが大切であること、グループ面接やグループ

ディスカッションが多く、その中でどのような役割を果たし

たかが問われる旨の説明がありました。また、修士論文作

成と就職活動の時期は重なってしまうが、企業はいろいろ

なことを責任を持って同時進行でできる人を求めている

ので、この双方をバランスよくこなすことを経験すること

は社会に出て間違いなく役に立つと説明しました。 

　2人の講師のご講演と3人の大学院の先輩たちの就職

体験談は、学生が将来の進路を考える上で大いに参考と

なるものでした。なお、参加者は、学生・ご父母・教職員を

合わせて約150名でした。 


